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Fig. 1 Disk tag attached to the operculum of a flathead 
flounder Hippoglossoides dubius.
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　アカガレイ Hippoglossoides dubius は，日本海西部

海域における底曳網漁業の重要魚種である。京都府

の沖合および小型底曳網漁業においても，アカガレ

イの漁獲が最も多く，2012 年から 2016 年の平均漁

獲量は 110 トンで，底曳網で対象とする魚介類全体

の 20％を占めている。

　京都府農林水産技術センター海洋センターでは，

京都府沖合海域における本種の行動生態を調べるた

め，1994 ～ 1997 年，2002 ～ 2003 年にアカガレイの

標識放流をおこなった。標識魚の再捕記録から，府

沖合では本種は 200 ～ 700 m の水深帯に分布し，2
～ 3 月になると産卵のために 200 m 前後に移動する

こと（内野ら , 1997）や，放流群ごとに漁獲係数と

自然死亡係数を推定して本種の適正な資源管理に活

用する試み（山崎・柳下 , 2007）などが報告されて

いる。

　本種の寿命は 15 歳以上（柳下ら , 2006）と考えら

れ，これまでに日本海側で確認された最高齢は 24 歳

の雌である（藤原ら , 2017; 太田ら , 2017）。魚類の中

では比較的長命であることから，先述の標識放流か

ら 10 年以上経過した近年でも時おり京都府内外の底

曳網漁業者から標識魚の再捕報告がある。このよう

ななかで，2012 年から 2014 年に推定年齢 21 歳を超

える標識魚が相次いで再捕された。うち 1 個体の推

定年齢は 26 歳で，これまでに確認された最高齢を上

回る記録となることから，高齢魚の成長に関して得

た若干の知見とともに報告する。

材料と方法

　アカガレイの標識放流は，1994 ～ 2003 年の期間

中に実施した。このうち，本研究に供した再捕魚 3
個体は，2002 年 4 月 12 日および 2003 年 4 月 24 日

に丹後半島沖水深 245 ～ 264 m の海域に標識放流し

た 2,385 個体の一部である（Table 1）。標識放流では，

京都府の小型底曳網漁船で漁獲されたアカガレイを

3℃の海水で満たした船上水槽に直ちに収容した。活

力の良好な個体を水槽から取上げ，下顎前端部から

下尾骨後端部までの長さ（以後，体長）を 0.1 cm 単

位で測定後，通し番号が印字された直径 12 mm，厚

さ 0.5 mm のプラスチック製円盤型標識を有眼側の鰓

蓋部分に装着し（Fig.1），速やかに漁獲した海域に

放流した。

　今回，京都府および兵庫県に所属する底曳網漁業

者から提供された再捕個体については，体長を 0.1 
cm 単位で測り，放流から再捕までの成長量と日数を

もとに 1 年あたりの成長量（以下，年間成長量）を

求めた。なお，アカガレイは冷凍保存した後解凍す

ると体長が収縮することから，冷凍状態で入手した

2 検体については，解凍後の体長の測定値を柳下ら

（2005) の手法を用いて生体時の体長に補正した。

　また，生殖腺を肉眼で観察して雌雄を確かめると

ともに，有眼側の耳石（扁平石）を摘出して年齢査

定に供した。本種の耳石には，中心部の不透明域の

周囲に透明帯と不透明帯の輪紋が交互にみられ，不

透明帯は年 1 回，産卵期にあたる 2 ～ 3 月頃に形成

される（柳下・山崎，2006）。本報告では，耳石表面

を耐水サンドペーパー（#600 および #1000）で研磨
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後に，実体顕微鏡により落射光下で輪紋を観察した。

輪紋の観察は，耳石の中心から長軸方向に沿ってお

こない，不透明帯とそれに外接する透明帯を一組と

し，その数を年齢として計数した（岩川ら，2013）。

結　果

　標識放流したアカガレイの再捕個体（No.1 ～ 3）
について，放流日および再捕日とそのときの体長，

経過年数から求めた年間成長量，耳石観察から推定

した年齢を Table 2 に示した。なお，No.1 および 3
は冷凍検体であったため，再捕時の体長は補正値を

示した。

　No.1 は 2003 年 4 月 24 日に放流した体長 31.2 cm
の雌で，3,306 日後の 2012 年 5 月 12 日に体長 35.6 
cm で再捕され，推定年齢は 23 歳であった。No.2 は

2004年4月12日に放流した体長 30.5 cmの雌で，3,692
日後の 2012 年 5 月 21 日に体長 34.7 cm，推定年齢

21 歳で再捕された。No.3 は No.2 と同日に放流した

体長 33.2 cm の雌で，4,563 日後の 2014 年 10 月 9 日

に体長 36.3 cm，推定年齢 26 歳（Fig.2）で再捕された。

なお，3 検体の再捕地点は京都府ないし兵庫県の沖

合海域であった。いずれも再捕時には 20 歳を超える

高齢魚であり，特に No.3 はこれまでに日本海で確認

された最高齢の 24 歳（藤原ら , 2017; 太田ら , 2017）
を 2 歳上回った。

　年間成長量については，No.1 が 0.5 cm ／年，No.2

が 0.4 cm ／年および No.3 が 0.3 cm ／年と成長は

緩やかであった。一方，柳下ら（2006）が示した

京都府海域における雌の成長曲線 Lx=381.9［1-exp{-
0.130(x+0.136)}］（Lx：体長 mm，x：年齢）から算出

した放流から再捕までの期間の年間成長量の理論値

は，No.1 では 0.5 cm ／年，No.2 では 0.7 cm ／年お

よび No.3 では 0.4 cm ／年となり，おおむね一致した。

　再捕個体の体長は 35 cm 前後で，いずれも 21 歳を

超えていた。京都府沖合海域では，体長 35 cm 以上

Table 1 Tagging experiments with Hippoglossoides dubius off Kyoto Prefecture, Japan, 2002–

2003 

 

Release date 
Release area

Number of 
individuals 

B.L. of 
released fish 

(cm) Lat. Long. Depth (m)

12 Apr. 2002 35°55′– 
35°58′N 

135°00′– 
135°08′E 245–264 1,195 21.2–41.6 

24 Apr. 2003 35°57′– 
35°58′N 

135°04′– 
135°08′E 258–262 1,190 20.1–40.2 

 

 

 

 

 

Table 2 Recapture data for tagged Hippoglossoides dubius  

*Frozen-thawed sample. Body lengths (B.L.) at recapture were corrected according to the 

method of Yagishita et al. (2005) 
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No. 

Released  Recaptured
Sex 

Elapsed 
days after 

release 
Growth 

rate 
(cm・y-1) 

Estimated
age (y) Date B.L. 

(cm)  Date B.L. 
(cm) 

1 2003.4.24 31.2  2012.5.12 35.6* Female 3,306 0.5 23 

2 2002.4.12 30.5  2012.5.21 34.7 Female 3,692 0.4 21 

3 2002.4.12 33.2  2014.10.9 36.3* Female 4,563 0.3 26 
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Fig. 2 Thin section of a sagittal otolith of Hippoglossoides 
dubius (sample No. 3, Table 2) with an estimated age of 
26 years. 
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のアカガレイが底曳網で漁獲されることは珍しくな

い。今回の結果から， 21 歳を超える高齢個体が，群

れのなかに一定程度存在するものと推論された。

　加齢にともなうアカガレイの成長鈍化は，京都府

海域だけではなく北海道日本海側（板谷ら , 2009）
や東北太平洋側（北川ら , 2004）でも報告されてい

る。一方，北海道噴火湾に分布するアカガレイやバ

レンツ海に分布するアカガレイ属のアメリカンプレ

イス Hippoglossoides platessoides などでは，体長が加

齢とともに線形増加する（岩川ら , 2013；Fossen et 
al., 1999）。岩川ら（2013）は，噴火湾と他海域との

アカガレイの成長様式の違いについて，同湾では本

種が成長するにつれてクモヒトデ類や小型甲殻類な

ど栄養価の低い餌生物から魚類，大型甲殻類など栄

養価の高い餌生物に食性転換すること，本種の餌と

なる魚類や大型甲殻類が他海域より豊富に存在する

ためであるとした。京都府海域では，体長 20 cm を

超える個体はホタルイカやキュウリエソが多く出現

する春季であれば選択的にそれらを捕食するが，そ

の他の時季には主にクモヒトデ類を摂餌する（内野

ら , 1994）。京都府海域に分布するアカガレイは，少

なくとも噴火湾の個体より栄養価の高い生物を捕食

する機会に恵まれていないとみられ，このことが加

齢にともなう成長鈍化の一因になっているかもしれ

ない。

　今後，雌雄ともに大型高齢個体の耳石分析を進め

て年齢と成長の関係など生物学的特性値の精度向上

に努め，本種の資源管理に反映させることが望まし

い。
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